
１　職種 ２　所属

３　講演「おひとりさまに起こる社会問題とその解決策」 ４　トークセッションはいかがでしたか

　　いかがでしたか

５　本日の研修は今後の治療やケアに役立つか ６　研修時間

７　印象に残った言葉や感想等

その人の尊厳の重視、意思決定支援の大切さを痛感した(類似意見：２)

令和6年10月18日(金)疾患別医療・介護連携事業　第1回緩和ケア多職種連携研修

「事例から学ぶおひとりさま問題の現状と支援」アンケート結果

参加者：会場　27名(内関係者6名)　WEB　52名

アンケート回収率：６０％

残りの時間がない中で、これほど、チームワークが取れて、在宅へつなげて、しかも、ご本人の意思を尊重して

叶う事が分かり、とても励みになりました

後見人制度以外にこのような方法があることを知った(類似意見：３)

早めの遺言書

身元保証を勧めても、本人がまだ大丈夫と思っていて、難しいです

成功事例を、世の中が取り上げてくれるといいのですが

お一人様が安心して任せられる体制づくりが大切だと思いました

法律や制度の知識も大切

おひとりさま問題、これからどんどん増えていくと思います　とてもいいテーマだと思いました

お一人様だけでなく、家族や親戚に上手く託すことができない人達が多くいる現実を日頃多々感じていていたの

で、今回の研修で紹介できる場所ができたことに安心した　これからの社会、身元保険会社の役割は大きいと思

う　そして、ご本人やご家族に上手に伝えて行く事が私たちの仕事であると感じた

お一人お一人に、心から向き合って援助をしている姿が浮かぶ内容でした

今後の自身の看護に役立てて行きたいと思います

職種別(会場＆WEB) 数

保健師・看護師 51

主マネ・ケアマネ 8

医師 5

MSW・社会福祉士 4

リハビリ職(PT/OT/ST) 4

介護福祉士・介護士 3

歯科医師 2

薬剤師 2

合計 79



医療従事者として、終活については関与して良いものか、躊躇する場面が多い

研修での事例は、とても勉強になり、相談して良いんだと、安心出来た

トークセッションは軽快で分かりやすく楽しかったです

よく連携されているのがわかりましたし、病気を見るではなく病人を見よが体現されてました

最期の人間ドラマに関われるのも醍醐味ですね

おひとり様の終活問題、介護が必要になる前から準備をしていくこと、安心出来る身元保証会社を選択する事が

必要な事だと思いました

資料もとてもわかりやすく、医療機関との連携の事例も今後の参考になりました

安心して最期を過ごせるような関りで素晴らしいと思いました(類似意見：３)

仕事というよりも、今後の自分自身のために、とても有意義な内容でした ありがとうございました

日々患者様にかかわる私たちが、「この人大丈夫かな」と気を留めていくべきだと思いました

遺言書の大事さがよくわかりました

とても勉強になりました(類似意見：５)

本人・家族ともに安心して過ごせるために大切な知識だと思いました

これからおひとりさまや家族の支援を受けられない人は、益々増えると思います

その方の希望を叶えながら最期の時を迎えられるよう連携できればと思います

元気なうちにやることがある　本当にそうだと思いました

チームワーク、連携の良さを感じた研修でした(類似意見：２)

具体的な事例でその解決に至る流れなどとても興味ある話で時間が短く感じました

それぞれの相談者への思いが感じられる支援のお話でした

ただの仕事ではなく思いで叶える関わりの大切さ、実践を感じられるとても役立つ内容でした

事例の説明の中で事務的なことだけでなくリアルな経緯が聞けてよかったです


